
都立学校「自立支援チーム」派遣事業

総支援人数
2,282人

支援終結
（在校生）
1,331人

支援継続
（在校生）
891人

中途退学者等　60人

平成28年度の自立支援チームの取組

■支援をした生徒のうち58％が支援終結

■終結したケースの例　        

■自立支援チームを活用した学校の声       

継続とは
　YSWが現在も継続的に支援を続けているケース
　中途退学後も本人・保護者からの依頼により高校再入学や
就労に向けた支援を行っているケース

終結とは
　不登校状態の解消、中途退学の未然防止、進路決定等の一
定の成果に結びついたケース

学級担任 
　ＹＳＷの協力を得る
ことで、今まで一人で抱
えていた問題にチーム
で対応し、解決できた。 

スクールカウンセラー
　医療機関などの他機関との
連携がスムーズになったこと
で、支援の幅が広がった 。

自立支援担当
　専門的知識を持ったＹＳ
Ｗが学校に入ったことで、
多面的な支援が展開でき、
課題を抱えた生徒に対応で
きている。

養護教諭
　ＹＳＷが一緒に問題に
対応してくれたおかげ
で、他の教員との情報共
有もスムーズになった。

校長
　支援に関する体制づく
りが進んだことで、多様な
課題に対しても、組織的支
援ができるようになった。

「学び直し支援事業」
　東京都教育委員会では、高校を中途退学した方・通信制の
都立学校に通う方の高卒資格の取得と社会的自立を目指し、
「学び直し支援事業」を実施しています。
　この事業では、若者の学習支援等の実施を三つのNPO団
体に委託しています。YSWは各団体と連携し、都立高校を中
退した方や通信制の都立高校に通う方を学習支援等につな
いでいます。
　今回は、この事業を委託している三つのNPO団体のス
タッフの方々から、それぞれの活動の特徴についての説明、
「学び直し」を考えている方々へのメッセージを頂きました。

青少年自立援助センター　青井支所

　青少年自立援助センターは、引きこもりの若者達の自立を援助
するために始まりました。青井支所では、学習支援や生活支援を
行っています。
　YSWの紹介で青井支所とつながった若者が多く、一度学校を
やめてしまった方等が来ています。学習スペースには、勉強道具
に加えゲーム機等の遊び道具もあり、利用する方々の居場所と
なっています。
　「子供と面白おかしく」をモットーに、近所のおじさんのような
感覚で、利用者の方の話し相手となりつつ学習支援をしていま
す。あせらず、あわてず、自分のペースでやっていきましょう。

連絡先：03-6807-2763　東京都学び直し事業担当まで

育て上げネット　

　育て上げネットでは、若者の就労支援と学習支援を行っていま
す。学び直しに来る若者と、スタッフや就労訓練に来る若者の間
には、お茶の間のような緩やかな関わりが生まれています。
　学習スペースに来ている方々は、それぞれに合わせた学習をし
ています。高校を卒業してからも遊びに来たり、学習支援の手伝
いをしてくれる方もいて嬉しいです。
　初めての場所は行きづらいものです。まず雰囲気を知りたいと
いう方は見学をお申込みください。「船橋という人の写真を見た
んですが…」の電話1本でも大丈夫です。

連絡先：042-527-6051　高松学習スペース担当まで

キッズドア

　キッズドアは、子供の貧困に問題意識を持ち、学習支援を行う
団体です。学び直しに来る方には、学力を上げるのみでなく、自分
の居場所を見つけてほしいです。
　キッズドアでの過ごし方にルールはなく、本人の意思を尊重し
ています。今来ている方は、高認試験を目指して勉強したり、時に
は皆のために料理をしたりして過ごしています。
　キッズドアには多様なスタッフがいるので、誰か1人でも信頼
できる大人に会えるかもしれません。今困っている方には、安心・
安全な居場所があること、色んな選択肢があることを知ってほし
いです。

連絡先：03-6457-7105　リファインド担当まで

相談

経過

成果

保護者からの虐待により、登
校が困難になった。欠席が増
えたことにより進級が危惧さ
れた。

・本人との面談を行い、状況を把握
・ケース会議を実施し情報を共有
・児童養護施設への入所を支援

生活が安定し、登校を再開す
ることができた。

進級見込みが立たないため、
中途退学を考えている生徒か
ら、今後の進路を考えるため
に相談があった。

・退学前から支援を継続
・高校への再入学のため、学び  
  直し支援事業と連携

他の定時制都立高校に再入学
をすることができた。

就職活動が思うように進まな
いことで、不登校状態になっ
てしまった。

・ＮＰＯによる若者就労支援
  プログラムの受講を提案
・プログラム受講後進路に
  ついて再検討を実施

職能開発センターに入校する
ことができた。
孤立防止のためのネットワーク
を形成することができた。

ケース①不登校支援 ケース②中途退学防止 ケース③就労支援

■関係機関との連携例　        

「フリースペースわかば」の

扉をくぐった所です

青少年自立援
助センター青

井支所

「フリースペ
ースわかば」

スタッフ

小林さん

スタッフ2名と一緒に
勉強しています。

育て上げネッ
ト

高松学習スペ
ース担当

船橋さん

高卒認定試験に向けて
自習しています。

キッズドア

リファインド
担当

小杉さん

8 とうきょうの地域教育


